
取扱説明書 熱風ヒーターの総合コントローラ ＦＣＭ－ＮＲ ２０１８／１２／１５ Ｆｉｎｔｅｃｈ．ｃｏ．ｊｐ Ｓ．Ａ

◎ ＦＣＭ－ＮＲはマスフローコントローラ機能と熱風温度調節機能を組み合わせたもの。

◎ 設定範囲 ： エアー流量→５～１００Ｌ／ｍｉｎ． 熱風温度→常温～１２００℃

◎ 適応する熱風ヒータの機種： 定格電圧→１００～２４０ｖ， 定格電流→１０Ａ－ｍａｘ．

◎ 熱風の流量と温度を２組設定可能（Ｈｅａｔ１，Ｈｅａｔ２）で、それを切り換えて使用できる。例えば低流量で待機させておいて、

必要時にのみ大流量に切り換えるとか、低温度で予熱してから高温熱風で仕上げるなどの使い方が可能

◎ 各種の安全機能，便利機能を搭載。例えば外部からＨｅａｔ１とＨｅａｔ２の切換えも可能。

使い方はかんたん。

①コンプレッサーからのレギュレータ，フィルターを通した綺麗なエアーを接続する。（φ６樹脂チューブ）

②熱風ヒータへエアーを接続する。（φ６樹脂チューブ）

③ヒータからの熱風温度センサ（熱電対）を接続する。

④ヒータからの電源リード線を接続する。

⑤電源を接続する。（１００ｖ～２４０ｖ １２Ａ以上）

詳しい接続図は下にあります。以上で準備は完了です。







右にある４つのプッシュボタンで４種類の状態を自由に切り換え可能です。順序はなく任意に選択が可能です。

① 停止（Ｓｔｏｐ） 停止状態。ただしヒータの保護のため、熱風ヒータが高温のあいだは最低流量のエアーを出し続けます。

② 冷風（Ｃｏｏｌ Ａｉｒ） 常温の冷風です。冷風が欲しい時や、高温の熱風ヒータを急いで冷却したいときに使用します。

③ 加熱１（Ｈｅａｔ１） 表示下段にＨｅａｔ１で設定した数値（熱風温度，エアー流量）が表示され、この数値になるようにヒータ

がコントロールされます。その時の実際の熱風温度，エアー流量は表示器の上段に表示されます。

④ 加熱２（Ｈｅａｔ２） 表示下段にＨｅａｔ２で設定した数値（熱風温度，エアー流量）が表示され、この数値になるようにヒータ

がコントロールされます。その時の実際の熱風温度，エアー流量は表示器の上段に表示されます。



設定方法の簡単な解説

「Ｓｔｏｐ」状態でＭｅｎｕの上側ボタンを１秒間以上長押しすると、ユーザー設定モードになります。この状態で選択（Ｍｅｎｕ）ボタンを押していくと設

定項目が変わりますので、目的の所で設定（Ｓｅｔ）ボタンの上下で数値を調節します。

①［Ｈｅａｔ１ Ｔｅｍｐ］ 加熱１の温度を指定します。

②［Ｈｅａｔ２ Ｔｅｍｐ］ 加熱２の温度を指定します。

③［Ｃｏｌｄ Ｆｌｏｗ］ 冷風時の流量を指定します。

④［Ｈｅａｔ１ Ｆｌｏｗ］ 加熱１の流量を指定します。

⑤［Ｈｅａｔ２ Ｆｌｏｗ］ 加熱２の流量を指定します。

設定が終了すれば「Ｓｔｏｐ」を押します。

上記で通常の使用はできます。詳しい取扱説明は以下を参照してください。

ＰＩＤ値はご使用ヒータ，ご使用条件に合わせて最適値をあらかじめ設定したものをご提供します。

※この運転状態の切換は外部制御でも可能です。外部信号により［停止→加熱②］に切換えたり［加熱①→加熱②］に切換える事などが可能です。

詳しくは下記［３：外部制御］をご参照ください。



注意

供給エアーは電磁弁や熱風ヒータ保護の為に必ず０．０１μｍのフィルターを通してください。また０．６ＭＰａを超える圧力が加わると電磁弁が破損

することがあります。また０．３ＭＰａ以下では正常に動作しません。エアー圧力が不安定な場合はレギュレータ （圧力調整器） を付けて下さい。

電磁弁はＯＦＦでも完全には止まらず多少の漏れがある時があります。これは電磁弁にかぎらず、どの様なバルブでも稀におこりえます。こ

れは使っていれば回復する場合もあります。実用上の問題が無い、わずかな漏れであれば無視して使ってください。これの原因としては微小

な異物が内部に入った場合や、高圧を加えすぎて内部の弁構造が微妙に変形した場合におこります。

流す事のできるエアーの最大流量は熱風ヒータの通過抵抗や供給圧力により低下する事があります。常に１００Ｌ／ｍｉｎ．が流せるとは限りません。

特に細い熱風ヒータ（４～８シリーズ等）や１０シリーズでも大出力品は通過抵抗が大きく圧損が大ですので、流す事のできる最大流量はかな

り低下します。これはその熱風ヒータの適正使用流量が低い、という事ですので、流せる範囲の流量でご使用下さい。どうしても流量不足な

らば１５タイプ等の太いヒータをご使用下さい。

熱風温度の立ち上がり，温度切り換え時などの変化に対する応答速度については主に熱風ヒータの特性で決まります。弊社の熱風ヒータは多

くの他社製に比べれば非常に早いのですが、それでも数十秒以上はかかります。

安全のため、金属ケースは必ず接地をしてください。また金属ケースの下面と側面には通気孔がありますので、塞がない様に注意してくださ

い。

金属ケースの周囲には通気のための空間を確保してください。下面以外は５０ｍｍ以上の隙間を空け、空気の入れ代わりしやすい環境でご使用く

ださい。ご使用環境 室温５～３５℃（霜が付かないこと） 湿度９０％以下（結露なきこと）

保証期間 納入後、６ヶ月間。本機の推定寿命は約１０万時間ですが、保証値ではありません。 万一、弊社の製造上の原因による不具合品が

発生した場合は、現品の修理又は交換により対応させていただきます。それ以上の責はご容赦ください。なお、修理は現品をご返却頂いての

対応になります。出張修理はできません。



電磁弁の特性として特に低供給圧力，低流量設定の場合、電磁弁を動作させた状態で、何らかのトラブルでエアー供給が停止してしまうと、

次にエアーが供給されたときに電磁弁をＯＦＦしてもエアーが停止しない場合があります。その様な場合は次の様な回復操作が必要な場合が

あります → 熱風ヒータへのエアー供給チューブを抜き、 供給圧力を上げていけば回復して停止状態になります。これでＯＫですので、エ

アーチューブを再接続してご使用下さい。

このコントローラの熱風温度設定は１２００℃でもできますが、現在の所、その温度が連続して出せる熱風ヒータはありません。超高温対応タイ

プでも１１００℃程度までです。また高温に設定するほどヒータの寿命が短くなりますので、必要以上に高い熱風温度には設定しないで下さい。

仕様のまとめ

供給電圧 定格電圧 ＡＣ１００～２４０ｖ 定格電圧での数％の変動は許容する

消費電流 １２Ａ － ｍａｘ． 使用するヒータ，運転状態により変化

適合ヒータ 定格電流１０Ａ以下。２００ｖでは２ｋｗとなるが、流量限度の関係で１．６ｋｗ程度が限界

接続エアー ０．３ＭＰａ～０．６ＭＰａ ０．６ＭＰａを超えない事。要０．０１μｍフィルタ

供給エアー ５～１００Ｌ／ｍｉｎ． より低流量対応は電磁弁動作速度を下げる

脈動周期 １００～５００ｍｓ 脈動効果が得られるのは３００ｍｓ以上

対応熱電対 Ｋ，Ｎ，Ｒ

パルスブロー１００ｍｓ～５００ｍｓ 要改造（特注対応）

質量 約２．４ｋｇ

寸法 ｗ２６０×ｈ６３．５×Ｄ１６０ 突起部品，ゴム足等は除く

騒音 ５０ｄＢ／ｍ以下 電磁弁動作音。エアー吹出し音は除く

ケース材質 ＳＵＳ３０４－ｔ１．２ ヘアライン

制御方式 マイコン制御→ヒータは２５０ｍｓサイクル制御。 電磁弁もサイクル制御 （１００ｍｓ～５００ｍｓ）

寿命 推定約１０万時間→最も寿命が短いと推定される電磁弁の寿命が５０億回、より推定

使用環境 室温５～３５℃。湿度９０％以下。結露なきこと。通気性が良いこと。周囲に５０ｍｍ以上の空間要

保証 ご購入後６ヶ月以内に製造上の原因で不具合が発生した場合は、本製品の修理，又は交換 により対応させて頂きますが、それ以上

の責はご容赦下さい。なお推定寿命値は保証値ではありません。



ＦＣＭ－ＮＲ 操作説明（Ｖｅｒ２．１） 詳細な操作説明書 ２０１８／１２／１５ Ｆｉｎｔｅｃｈ．ｃｏ．ｊｐ ＳＡ

１：電源 ＯＮ／ＯＦＦ

電源ＯＮすると、停止状態で起動します。電源ＯＮ後、マニュアル操作なしに外部制御がＯＦＦ→ＯＮになると、電源ＯＦＦ時の状態を

復元して外部制御ＯＮになります。

※電源ＯＮ後、マニュアル操作が行われると状態復元は行われません。また、異常検出した場合も状態復元は無効になります。

２：マニュアル動作

［停止］，［冷風］，［加熱１］，［加熱２］ のスイッチ押下して動作を切り替えます。

２－１：停止（Ｓｔｏｐ） 風 量： オフただし、停止熱風温度以上では最低流量設定値で送風します。

ヒータ： オフ

２－２：冷風（Ｃｏｏｌ Ａｉｒ） 風 量： 冷風流量設定値

ヒータ： オフ

２－３：加熱１（Ｈｅａｔ１） 風 量： 加熱１（Ｈｅａｔ１）の流量設定値

ヒータ： 加熱１の温度設定値

２－４：加熱２（Ｈｅａｔ２） 風 量： 加熱２（Ｈｅａｔ２）の流量設定値

ヒータ： 加熱２の温度設定値



３：外部制御

３－１：ＯＦＦ→ＯＮ（外部制御端子にＤＣ２４ｖを供給。リレーコイル入力なので、極性は無い）

［停止］，［冷風］，［加熱①］の状態で、外部制御がＯＦＦ→ＯＮに駆動されると［加熱②］状態に移行します。また、移行前の状態の

ＬＥＤは点滅します。

※［加熱②］状態、異常警報中、ユーザー設定中、システム設定中、は外部ＯＮは無効です。

※電源ＯＮから、マニュアル操作、異常警報がなかった場合には電源ＯＦＦ時の状態を復元して外部制御ＯＮになります。

３－２：ＯＮ→ＯＦＦ （外部制御端子への供給電圧を０Ｖにする）

外部制御ＯＦＦのときの状態に戻ります。

※電源ＯＦＦ時の状態を復元している場合は、その状態に戻ります。



４：異常表示

４－１：異常検出時の表示メッセージと原因，対策

異常を検出すると、自動で停止状態に移行しエラー表示になります。このとき、異常警報出力（リレー接点）がＯＮになります。

複数の異常が発生している場合は、下記優先順に表示されます。

１：［Ｅｒｒ：Ｆｌｏｗ Ｓｅｎｓｅｒ／Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔ］ 流量センサー断線。流量センサー断線を検出したことを示します。→流量センサーの接続を

確認してください。

２：［Ｅｒｒ：Ｔｅｍｐ Ｓｅｎｓｅｒ／Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔ］ ヒーター温度センサー断線。ヒーター温度センサー断線を検出したことを示します。

→ヒータ温度センサーの接続を確認してください。

３：［Ｅｒｒ：Ｆｌｏｗ Ｓｅｎｓｅｒ／Ａｂｎｏｒｍａｌ Ｖａｌｕｅ］ 流量センサー異常値。計測流量が１５０Ｌ／ｍｉｎ 以上を検出したことを示します。

→流量センサー不良、流量変換テーブル設定値不適切、などが考えられます。

４：［Ｅｒｒ：Ｔｅｍｐ Ｓｅｎｓｅｒ／Ａｂｎｏｒｍａｌ Ｖａｌｕｅ］ ヒーター温度センサー異常値。計測温度が１４００℃以上を検出したことを示します。

→ヒーター温度センサー不良、熱電対タイプ設定違い、などが考えられます。

５：［Ｅｒｒ：ＦＬ－ＴＣ Ｔａｂｌｅ／Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ］ 流量変換テーブル 不連続。流量変換テーブルの設定値が不連続である事を示します。

→流量変換テーブルは、流量が大きくなるに従い、設定電圧が小さくなくてはなりません。流量変換テーブルに設定されてい

る設定電圧を確認してください。

６：［Ｅｒｒ：Ａｉｒ Ｈｅａｔｅｒ／Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔ］ ヒーター断線。ヒーター通電から１０秒経過しても、５０℃を超えなかったことを示します。

→ヒーター断線、ヒーター温度センサー不良、などが考えられます。

７：［Ｅｒｒ：Ａｉｒ Ｈｅａｔｅｒ／Ｐｏｗｅｒ Ｓｈｏｒｔａｇｅ］ ヒーター電力不足。ヒーター供給電力９５％が１８０秒経過しても、目標温度に達しなか

ったことを示します。→ＡＣ電源電圧不適切、ヒーター不良、などが考えられます。

８：［Ｅｒｒ：Ａｉｒ／Ｌｏｗ Ｐｒｅｓｓｕｒｅ］ エアー圧力不足。エアーバルブが全開で３秒以上経過しても、目標流量に達しなかったことを示し

ます。→エアー圧力不足または過剰、流量変換テーブル値不適切、エアーバルブ不良、バルブ内部／外部選択の誤り、などが

考えられます。



４－２：異常表示動作

異常表示中は、［停止］，［冷風］，［加熱①］，［加熱②］のＬＥＤが点滅します。また、エラー種別にかかわらず流量は小流量（Ｄｕｔｙ１０％）で

駆動します。

４－３：異常表示解除

一度異常を検出すると異常がなくなっても異常表示を保持します。停止スイッチを押すと解除し、マニュアル停止状態に戻ります。

５：ユーザー設定 熱風温度やエアー流量などを設定します。

設定の基本操作：

１：選択（Ｍｅｎｕ）上ボタンを１秒以上押し続けると、ユーザー設定モードになります。

２：選択上ボタン・選択下ボタンで設定項目を選択します。

３：設定（Ｓｅｔ）上ボタン・下ボタンで値を変更します。 ※変更ステップは表示値の１％程度に自動調整されます。

４：終了すれば［停止］スイッチを押すとマニュアル停止状態に戻ります。

５－１：加熱１温度［Ｈｅａｔ１ Ｔｅｍｐ］ 加熱１（予熱）の温度を指定します。

５－２：加熱２温度［Ｈｅａｔ２ Ｔｅｍｐ］ 加熱２の温度を指定します。

５－３：冷風流量［Ｃｏｌｄ Ｆｌｏｗ］ 冷風時の流量を指定します。

５－４：加熱１流量［Ｈｅａｔ１ Ｆｌｏｗ］ 予熱（加熱１）時の流量を指定します。

５－５：加熱２流量［Ｈｅａｔ２ Ｆｌｏｗ］ 加熱２の流量を指定します。



６：システム設定 コントローラの動作条件等を設定します。間違った書込をすると動作しなくなるので、扱いは慎重に。

設定基本操作：

１：選択（Ｍｅｎｕ）下ボタンを１秒間以上押し続けると、システム設定モードになります。

２：選択上ボタン・選択下ボタンで設定項目を選択します。

３：設定（Ｓｅｔ）上ボタン・下ボタンで値を変更します。

※変更ステップは表示値の１％程度に自動調整されます。

４：終了すれば［停止］スイッチを押すとマニュアル停止状態に戻ります。

６－１：停止温度［Ｓｔｏｐ Ｔｅｍｐ］ 送風を停止する温度を指定します。停止状態でも、熱風温度がこの温度以下になるまで最低流量で送風を続

けます。（初期８０℃）

６－２：最低流量［Ｍｉｎｉｍｕｍ Ｆｌｏｗ］ ユーザー設定で設定可能な最低流量を指定します。（初期５Ｌ／ｍｉｎ．）

６－３：最大流量［Ｍａｘｉｍｕｍ Ｆｌｏｗ］ ユーザー設定で設定できる最大流量を指定します。（初期１００Ｌ／ｍｉｎ．）

６－４：流量制御ＰＩＤ ［Ｈｅａｔｅｒ ＰＩＤ－Ｐ］ エアー流量制御のＰＩＤ設定

６－５：流量制御ＰＩＤ ［Ｈｅａｔｅｒ ＰＩＤ－Ｉ］

６－６：流量制御ＰＩＤ ［Ｈｅａｔｅｒ ＰＩＤ－Ｄ］

６－７：ヒータ熱電対タイプ［ＨｅａｔｅｒＴＣ Ｔｙｐｅ］ ヒータ熱電対タイプ「Ｋ，Ｎ，Ｒ」を選択します。



６－８：加熱１ ヒーター制御ＰＩＤ ［Ｈｅａｔｅｒ ＰＩＤ１－Ｐ］ 加熱１での制御ＰＩＤ設定

６－９：加熱１ ヒーター制御ＰＩＤ ［Ｈｅａｔｅｒ ＰＩＤ１－Ｉ］

６－１０：加熱１ ヒーター制御ＰＩＤ ［Ｈｅａｔｅｒ ＰＩＤ１－Ｄ］

６－１１：加熱２ ヒーター制御ＰＩＤ ［Ｈｅａｔｅｒ ＰＩＤ２－Ｐ］ 加熱２での制御ＰＩＤ設定

６－１２：加熱２ ヒーター制御ＰＩＤ ［Ｈｅａｔｅｒ ＰＩＤ２－Ｉ］

６－１３：加熱２ ヒーター制御ＰＩＤ ［Ｈｅａｔｅｒ ＰＩＤ２－Ｄ］

６－１４：ヒーター内外選択［Ｈｅａｔｅｒ Ｓｅｌｅｃｔ］ 使用するヒーター「Ｉｎｔｅｒｎａｌ（内部）、Ｅｘｔｅｒｎａｌ（外部）」を選択。通常はＩｎｔｅｒｎａｌ

６－１２：バルブ内外選択［Ｖａｌｖｅ Ｓｅｌｅｃｔ］ 使用する電磁バルブ「Ｉｎｔｅｒｎａｌ（内部）、Ｅｘｔｅｒｎａｌ（外部）」を選択。通常はＩｎｔｅｒｎａｌ

６－１３：バルブ制御周期［ｍｓ］ ［Ｖａｌｖｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ／Ｐｅｒｉｏｄ］ 電磁バルブの制御周期を設定します。通常は１００ｍｓ

［１００ｍｓ，２００ｍｓ，３００ｍｓ，４００ｍｓ，５００ｍｓから選択］

６－１４：バルブ保持電力［１／ｎ］ ［Ｖａｌｖｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ／ＫｅｅｐＰｏｗ］ 使用している電磁バルブのＯＮ保持電力を指定します。

内部電磁バルブ：［１／２， １／３， １／４， １／５， １／６］ 外部電磁バルブ：［１／１， １／２， １／３， １／４， １／５， １／６］

※ＳＸ：１０Ｗタイプの場合［１／２］ ＳＸ：４０Ｗタイプの場合［１／３］ ＳＸ：８０Ｗタイプの場合［１／４］



６－１５：温度／流量変換テーブル Ｆｌｏｗ－ＴＣ ＴａｂｌｅＮ ］ Ｎ＝１．．１０ １０．０Ｌ ５．００ｍＶ］

ＦＣＭ－ＮＲは正確な外部流量計をお持ちでしたら、ユーザーサイドでも流量の校正が可能です。

設定手順

１：エアー入力の外部に正確な基準流量計を接続しておきます。

２：［加熱①］ボタンを押下すると、流量設定値の前に「→」マークが表示されます。

３：流量設定値の前に「→」マークが表示されている状態で設定（Ｓｅｔ）の上／下ボタンで流量を指定します。

４：［加熱１］ボタンを押下すると、熱電対電圧の前に「→」マークが表示されます。

５：熱電対電圧の前に「→」マークが表示されている状態で設定（Ｓｅｔ）上／下ボタンで電磁バルブ開度を操作し、流量を調整できます。

このとき表示は変わりません。（３）で指定した流量と外部流量計の値が同じに調整します。

６：［加熱②］ボタンを押すと、熱電対電圧の測定を開始します。測定中は電圧表示部が「＊＊＊＊＊」の表示になります。測定が終了

すると測定値が表示されます。（６）は何度でも再測定操作が可能です。

７：［加熱①］ボタンを押下すると（３）に移行します。選択（Ｍｅｎｕ）上ボタンを押し、次の変換テーブル表示に移行します。

注１：テーブル設定は１→１０の順番に設定してください。

注２：テーブル１の流量は、（６－２）最低流量より小さい値を指定してください。

注３：設定されている熱電対電圧は ［テーブルＮの電圧］＜［テーブルＮ＋１の電圧］の必要があります。正しくない場合は

電圧測定を再設定してください。

注４：テーブルの流量は１つ前のテーブル流量より大きな値のみ設定できます。１つ前のテーブル流量以下の指定をす

ると「－－－－－」表示になります。その場合、このテーブルは無効になり流量算出には使用されません。

注５：テーブル１、テーブル２の最低２つは有効である必要があります。

６－１６：通電時間 ［Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ ｔｉｍｅ］ 積算した通電時間を表示しています。確認のみで変更はできません。内部は１秒単位で積算してい

ますが、表示は１時間単位です。

６－１７：バルブ駆動回数 ［Ｖａｌｂｅ Ｏｐｅ ｔｉｍｅｓ］ 電磁バルブＯＮ／ＯＦＦを１回として積算した駆動回数を表示しています。確認のみで変更

はできません。内部は１回単位で積算していますが、表示は１０００回単位です。



７：初期化

７－１：設定初期化： ［停止］ボタンを押したまま電源をＯＮすると、ユーザー設定値およびシステム設定値が初期値に設定されます。

７－２：履歴初期化： ［停止］，［冷風］，［予熱］，［加熱］４つのスイッチを同時に押したまま電源をＯＮにすると、通電時間とバルブ駆動回数が

ゼロクリアされます。※この操作ではユーザー設定値およびシステム設定値は変更されません。

８：Ｉ／Ｏ機能

８－１：ＬＣＤコントラスト：メイン基板 ＬＣＤ裏にＬＣＤコントラスト調整用ＶＲがあります。必要に応じて調整してください。

８－２：熱風ヒーター出力 電圧［ＡＣ＿ＯＵＴ］ １０Ａ［ｍａｘ］

８－３：異常警報出力 リレー接点出力 １Ａ：１２５ＶＡＣ ２Ａ：３０ＶＤＣ

８－４：熱風ヒーター熱電対入力 Ｋタイプ、Ｎタイプ、Ｒタイプシステム設定ヒータータイプで指定

８－５：外部電磁弁出力： ２４Ｖ ４Ａ［ｍａｘ］ ※値は電子回路の制御可能電流です。実際は使用している電源の電流で制

限されます。

８－６：外部ヒーターＳＳＲ： ２４Ｖ １Ａ［ｍａｘ］ ※値は電子回路の制御可能電流です。実際は使用している電源の電流で

制限されます。

８－７：外部ＯＮ－ＯＦＦ入力： リレーコイル駆動入力 ２４Ｖ ２０ｍＡ［ｍｉｎ］



色々な応用

→熱風を脈流にして加熱してみる

ＦＣＭ－ＮＲは電磁弁の高速ＯＮ－ＯＦＦでエアー流量を制御しています。通常は電磁弁の動作は１００ｍｓ（１／１０秒）なので、ほと

んど脈動はありません。

しかし本機は電磁弁の動作速度を変更可能です。（１００ｍｓ，２００ｍｓ，３００ｍｓ，４００ｍｓ，５００ｍｓから選択）

電磁弁の動作速度を遅くするほどエアーは脈動するようになります。この脈動は用途によっては好ましい効果があるかもし

れません。例えば風圧を積極的に利用したい熱風加熱などです。また脈流の方が回り込みや均熱効果が期待できる用途

もありそうです。

電磁弁の動作速度の変更は上記取扱説明の６－１３：バルブ制御周期［ｍｓ］ ［Ｖａｌｖｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ／Ｐｅｒｉｏｄ］ で変更してください。

→熱風をパルスブローにする

パルスブローはエアー流応用分野（選別器等）でエアー消費を半減できる手段として注目されています。これらは冷風のエ

アーで使用されるのが普通ですが、熱風のパルスブローにも応用可能な分野があると期待できます。その様な用途向けに

ＦＣＭ－ＮＲからエアーの平滑回路を除いたコントローラも提供できます。→強い脈流が得られますが、大きめな音は出ます。

２０１８／１２／１５ （有）フィンテック ＳＡ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｆｉｎｔｅｃｈ．ｃｏ．ｊｐ


